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彦根の台所として親し

まれてきた本町市場商

店街が今月11日、大正

時代のレトロな

街並みをイメー

ジした観光地「四

番町スクエア」として

生まれ変わった。

その中核となる「ひこ

ね食賓館・四番町ダイ

ニング」は、食文化を

テーマにした飲食店や専門

店がそろう施設である。

１階では地産地消を基本に、彦根産の鮒寿

司や地元で採れた新鮮な野菜などのほか、

全国から取り寄せた逸品や食器、和菓子を

販売している。

2階には彦根の歴史や食文化を紹介する展

示コーナー「四番町歴史サロン」と、個人

が手づくりの雑貨などを展示・販売できる

「ボックスギャラリー」があり、3階にはレ

ンタルスペースが用意されるなど、交流の

場としても活用されている。

他にも中国料理店や豆腐専門店、カフェな

どが入り、食事も楽しめる。

「食にこだわった彦根限定の商品が並んで

いるのが自慢です。無料休憩スペースもあ

りますので、ゆったりとくつろいでくださ

い」と支配人の石野致雄さん。

彦根の新名所としてますますの充実を期待

したい。　　　　　　　　　　　（取材・前川）
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●彦根市平田町698-2●TEL&FAX：0749-26-7721
●営業時間：11：30～14：30（14：00LO）

17：30～22：30(22：00LO)
●定休日：不定休、6月は日曜日●駐車場：13台（案内の看板あり）
※昼、夜隠れメニューとしてコースあり、2,500円～。要予約

LUNCHTIME GUIDE

2006年（平成18年）6月22日（木曜日）

●彦根市本町1-7-34●TEL:0749-27-7755●定休日：水曜日
●

彦根市平田町にある「UNBUT」は、健康

志向をテーマにした店。

今回はランチメニューから「レンコン団

子のきのこあんかけ（1,050円）」をいた

だいた。

レンコン団子はすりおろしたレンコンを

団子にして素揚げにしたもので、もっち

りした食感が絶妙だ。和風あんかけには

シメジやマイタケ、枝豆など、具がいっ

ぱい。

今日の総菜５品は「セロリとごぼうのき

んぴら」「厚揚げ・なす・絹さやの肉あん

かけ」「豆腐ときくらげ」「きゅうりの中

華風和え物」「水菜とベビーリーフのサラ

ダ」。野菜たっぷりの健康メニューで、他

に自家製のゴマ豆腐と味噌汁、漬物がつ

いて、ランチ1食で30品目が食べられる。

「今後もお客様とコミュニケーションをと

りながら、リクエストにも応えていきたい。

心も体も健康になってもらえるよう頑張

りたい」と店主の野上一志さん。

「黒酢チキン」や中がひじきごはんの「和

ムライス」も人気。

座敷もあるので

お子様連れにも

安心。栄養たっ

ぷりのランチです。
（取材・田中）
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1969（昭和44）年、高月町生まれ。

各種建設資材の販売とプラスチック

製品の二次加工などを主に手がける。

ベンチャー精神旺盛な社風から様々

な事業への挑戦を続ける。2003（平成15）

年には産官学共同で天然原料セリシ

ンの商品化に成功し幅広い分野で話

題となる。

現在、代表取締役社長。

ち さん ち しょう ふな ず

いし の むね お

しょくひん かん

し

カシロ産業株式会社の創業は1954（昭

29）年。父（現会長）が家業を継いで

鹿城商店としたことが始まりである。

当時はオート三輪車を使ってシジ

ミや牛乳の販売、壁紙加工など幅

広く商売をしていたが、地元メー

カーのプラスチック製品を二次加

工するようになり、1964（昭39）年に

鹿城産業株式会社に改組。1965（昭

40）年からは三菱樹脂株式会社との

取引が始まり、1968（昭43）年にカシ

ロ産業株式会社と社名変更、その

翌年の1969（昭44）年に私は生まれた。

母親が子守歌替わりに歌う社歌を

を聞いて育ち、中学生になるとア

ルバイトで父の仕事を手伝うよう

になった。父は非常に厳しい人で、

現場で働きながら「一円をもうけ

るのにどれだけ知恵を出し、汗を

流すか」ということを何度も聞か

された。経営の厳しさを早くから

たたき込まれたと思う。

大学卒業後、カシロ産業に入社す

るとすぐに三菱樹脂（株）に2年間出

向し、工場で働かせてもらった。

会社に戻ってからは、商事部にて

住宅設備機器の販売や配達、カシ

ロ建設にて土木現場での作業など、

さまざまな現場業務を経験してい

った。そのころの会社は土木や建

設関連の会社を取引先に業績を伸

ばしていたため、トラックであち

こちの現場を走り回る毎日だった。

学生時代はサッカーに夢中で父親

の事業にそれほど関心がなかったが、

入社して働くうちに徐々に意識が

変わっていった。自分の作ったも

のが評価されたり、たくさん売れ

たり、仕事の楽しさを経験するう

ちに「いつか何かしてやろう」と

いう思いを持つようになっていった。

しかし2001（平成13）年、父が31才

の私に社長を譲り、会長となると

言い出したときには驚いた。


